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  Ⅰ 一 般 事 項 
 
                                                       チェック欄 

項           目   
                                        施工前 完工時 
 
      １ 現場代理人は、工事着工時に承諾した書類、工事請負契約書、現場の火    □   □ 

災保険・建設工事保険その他の保険および労災の写しを所持する。 
 

２ 工事に関する提出書類は、工事関係提出書類一覧表および工事関係提出    □   □ 
書類作成手引きにより作成し、遅滞なく提出する。 

 
３ 機材の承諾は、所定の様式により、次の要領にて行う。           □   □ 
 
  工事契約      機材製作図     承諾      発注 
     (製作      工場検査）     現場搬入      材料検収      施工 

 
４ 製作図等の作成、提出にあたっての注意事項。                           □   □ 
 

① 使用メ－カ－は、後日の管理面を考えて既設棟を参考とする。          □   □ 
 
② 配電盤の結線、容量は、関連工事と打合せ照合する。                  □   □ 
 
③ 提出書類は、赤色ファイル（Ａ４）に表紙を付けて提出する。          □   □ 
 
④ 機材製作図に、各機器の一覧表を添付する。更に照明器具・弱電機器    □   □ 

等の取り付け場所を下記の要領で各製作図に記入する。尚、配管・配線 
については、製作図は不要であるが、監督職員の指示があった場合はこ 
の限りではない。 

機 器 名             
 

記    号 
 

設 置 場 所              

台    数 
 

備    考 
 

 
 

⑤ 監督職員の指示があれば、機器の基礎およびアンカーについての耐震    □   □ 
等の検討書を添付する。 

 
⑥ 盤の分岐回路名は製作図返却時に打合せ決定する。                    □   □ 
 
⑦ 製作図の作成（特に盤類）は、受注者とメ－カ－が直接打合せを行い    □   □ 

現場代理人がチェック後監督職員へ提出する。 
 

  ５ 官公署への申請手続き一覧表を作成し、速やかに処理し、その経過を明ら    □   □ 
かにし、書類は写しをとっておく。 

 
  ６ 材料の検収は、現場代理人がその都度設計図書等と照合し、記録する。       □   □ 
   （機器材料の検収については、所定の様式による。）                    
       
    ７ 工事の定例打合せ等は、その都度記録し、工事日報、工事写真等と共に常    □   □ 

に整理しておく。 
 
    ８ 工事日報は出面累計、作業内容、特記事項を毎日記入する。                 □   □ 
   （事前準備等は、それに要した期間を１ページにまとめ書きを可とする。）



 
- 3 -

 
                                                    チェック欄 
                       項           目 
                                                                            施工前 完工時 
 
  ９ 工事写真は必ず看板を入れ、摘要欄に説明を詳しく書いて撮影する。尚、     □   □ 

添付『工事写真撮影チェックポイント表』を参照のこと。 
 
     《看板の様式例》 

 工 事 名 
 

 工   種 
 

 摘   要 

 

 施 工 者 
 

 
     ※ 下請負施工の場合、施工者名は〔元請業者名〕とする。 
 
  １０ 現場には、法令で定められた看板等を見やすい位置に掲示する。           □   □ 
 

１１ 施工体制台帳及び施工体系図を工事期間中は常に現場の見やすい場所に     □   □ 
備えつける。(全ての下請業者を表示) 

                                                                                           
    １２ 現場事務所は整理整頓に努め、工程表、緊急連絡先、現場体制表等を掲    □   □ 

示し施工図、見本、製作図を常備しておく。                                            
                                                                                           
    １３ 材料の保管は種類別、サイズ別に分類して出来るかぎり屋内ですること。   □   □ 

やむを得ず屋外に置く場合、養生を充分にしておく。 
 

１４ 塗装材料について、以下のものを使用すること。                        □   □ 
 

・調合ペイント塗料:ＪＩＳＫ５５１６「合成樹脂調合ペイント」１種とする。 
   ・屋内塗料は、Ｆ☆☆☆☆とする。 
   ・さび止めペイントはＪＰＭＳ２８「一液形変性エポキシ樹脂さび止めペイ 
    ント」又はＪＡＳＳ１８Ｍ－１０９「変性エポキシ樹脂プライマーおよび 

弱溶材系変性エポキシ樹脂プライマー」による。 
 

１５ 竣工時には、予備品リストを作成し引き渡す。図面特記が無い場合、数    □   □ 
量は下表のとおりとする。                                                  

                                                                         
                    
              

    
          
          
          
          
          
          
   
     ※ＬＥＤの場合、不要。 

                                       

制 御 盤 電球※・ヒュ－ズ類１００％ 

キュ－ビクル 表示灯用ランプ※・ヒュ－ズ類１００％ 

表 示 盤 電球※１００％ 

自 火 報 
電球※・ヒュ－ズ類１００％ 
副受信機併設の場合、その台数を加えた枚数の警戒区
域図を取り付ける。 
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                                                     チェック欄 
             項           目  
                                                                            施工前 完工時  
                                                 

１６ 契約検査課の検査を受けるにあたっての注意事項 
 
① 工事竣工に先立ち施工者は必ず社内検査を行い、その記録及び処理経    □   □ 

過を検査時に提出する。（原則として社内検査員が検査する。）          
 

② 諸官公庁検査（近畿産業保安監督部・建築主事・消防署等）の検査は    □   □ 
原則として、契約検査課の検査前に受けて検査結果記録をまとめ、検査 
済証等をうける。 

 
③ 契約検査課の検査には、全ての書類を整理し提出する。         □   □ 
 （Ⅰ－２ 参照） 

 
④ 検査には、現場代理人又は主任技術者のいずれかが必ず立会いする。    □   □ 

この時作業に支障のない服装で立会すること。                    
                                            
  ⑤ 検査時には、検査に必要な物（電線ゲ－ジ・絶縁抵抗計・接地抵抗計   □   □ 

・テスタ－・コンテスタ－・照度計・脚立・懐中電灯・スケ－ル・検電 
器テレビ等）を用意する。                              

 
１７ 産業廃棄物の処理について                             
                                           

① 廃棄物の処理及び清掃に関する法律、資源の有効な利用の促進に関す   □   □  
る法律、建設副産物適正処理推進要綱に準じて処理し、監督職員へ報告 
する。 
 

② 撤去・搬出前に産業廃棄物処理計画書を提出すること。         □   □ 
・処理業者および運搬業者の許認可書の写しを添付する。 
 
・処理業者および運搬業者の許認可書の写しを添付する。 

 
③ 完成時に産業廃棄物処理報告書を提出すること。            □   □ 

・７枚綴りのマニュフェストシステムにより、処分の確認を行い、Ｅ票 
の写しを提出する。（検査時に原票を提示）                     

                                              
      ・再生資源利用促進計画書および報告書（電子データ共） 
 

１８ シンナ－等危険物については、工事現場に放置することなく保管管理を   □   □ 
厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量についても作業前・作業終 
了後の確認等、確実な管理を行うこと。 

 
１９ 当チェック表になき事項については、「公共建築工事標準仕様書（電気    □   □ 

設備工事編）」・「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」・「公 
共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」・「電気設備工事監理指針」に 
よること。                                     
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  Ⅱ 配 線 関 係 
 
                                                       チェック欄 
           項           目 
                                       施工前 完工時 
                                                
                                                
   １ 電線色別は下表による。                         □   □ 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
 
 
 

 
 

 
※ ４００Ｖの回路には、『４００Ｖ』の表示を行う。 
※ 接地線には、各種別の表示を行うこと。        

 
２ 耐火・耐熱ケ－ブルのジョイントは、耐火・耐熱処理をする。              □   □ 

 
  ３ 屋外での電線ジョイントは、自己融着テ－プにて処理する。                □   □ 
 
  ４ 入線は、ボックス内の清掃・ブッシング取付け後に行う。               □   □ 
 
 
 
 

電圧種別 配線方法 電圧側 接地側 中性相 備  考 

高  圧 ３φ３ｗ 赤・白・青    

低  圧 

３φ３ｗ 赤・青 白  200Ｖ・400Ｖ 

３φ４ｗ 赤・黒・青  白  

１φ３ｗ 赤・黒  白  

１φ２ｗ 赤又は黒 白  100Ｖ 

１φ２ｗ 赤・黒   200Ｖ 

３路４路 
の渡り 

青    

直   流 （正）赤 （負）青   

接 地 線 緑 ・ 緑／黄 ・ 緑／色帯 
 
ED:緑,ED(ELB)緑/黄 
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  Ⅲ 配 管 関 係 （金属管） 
    
                                                                               チェック欄 
            項              目                
                                             施工前 完工時 
                                                                              

１ 強電配管のボックス周りは渡りア－スをとる。                            □   □                
                                                                                            
                                                                                           
                                                                                          
                                                                                 
                                                                                            
                                                                                            
                                                                                            
                                                                                            

２ 配管の支持サドルは両サドルとし特別な場合以外は片サドルを使用しない。   □   □  
 
３ はつり貫通後は、完全に埋め戻し復旧補修を行う。                         □   □ 

                                                           
                                                                                            
                                                                                            
                                                                                            
 
 
 
 
                                                                                            
                                                                                              

４ 配管が５本又は（３１）のときは、大深ボックス（１１９×１１９×５４     □   □  
   とする。 
     ※ １１９は大型 １０２は中型 ５４は深型 ４４は浅型 
 

５ 仕上げ面のボックスプレ－ト及びビスは化粧型とし、プレ－トに用途表示    □   □ 
   をする。                                       
                                        
     ※ 貼りつけシ－ル（テプラ－等による）・・・例えば、「自火報」・      
       「放送」・「電灯」                                 
           

６ ＥＸＰ．Ｊ箇所のプリカチュ－ブは弛ませる。                □   □ 
                                               
                                               
                                               
                                               
 
          
          ﾌﾟﾘｶﾁｭｰﾌﾞ 

（Ｐ．ＢＯＸ取付部下、天井面には、点検口を設ける。）  
 

７ 配管ネジ切り部（特に盤内ニップル部）、アングル・レ－スウェイ等鋼材    □   □ 
   の切り口、および溶接箇所には錆止め塗装を行う。 

 
 
 
 
 
 
 

               建築工事監理指針（金属工事）による 

両側から充分に埋め戻す。

埋め戻しはモルタルを原則とする。

（グラスウールは不可）

タップねじ

アースクランプ類

配管ネジ切り部分は錆び止めを施す。
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Ⅲ 配 管 関 係（金属管） 
 
                                                         チェック欄 
          項              目 
                                                                             施工前 完工時 
 

８ 高さ２．０ｍ以下に設置するハンガーレールの端末及びボルト端末には、      □   □ 
保護キャップを取付ける。また、壁面配管で人が容易に触れるおそれのあ 
る場所にも同様の措置をとる。       

                                               
９ ネジなしカップリングは、下記に注意のこと。                □   □ 

 
 
 
 
 
 
 
 
            

防水型カップリングはJIS規格品を使用すること。但し、ケーブル保護用と    □   □ 
して使用する場合は製造者の標準としてもよい。 

 
１０ 配管の支持は、下記の要領にて行う。                                  □   □ 

  （設備配管とは離隔をとり、特に保温代を見込む。高温配管とは熱絶縁する。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                
                                            
  １１ 天井点検口のところに配管が通らないようにする。                  □   □ 
 
  １２ 電気用の点検口は事前に打合せをして有効な位置とする。            □   □ 
        （ＥＸＰ－Ｊ個所・ＥＰＳ前・Ｐ．ＢＯＸ箇所等）                          
 
    １３ 吊り金具のインサ－トは、電気・建築・機械それぞれ色別する。           □   □ 
     
  １４ ＥＰＳ、ＰＳ以外で、露出配管（屋内外共）及び支持材は、配管敷設前     □   □ 

に、下地処理の上、２回塗り塗装を行う。２回目を指定色とし、１回目は 
他の色で塗る。 

     
  １５ 位置ボックスは、壁面ボ－ドとの隙間が５㎜程度以下となるよう、継枠     □   □ 

等で調整する。 
                                               

１６ 地中より立ち上げの金属管（ＰＥは除く）は、地中からＧＬ＋３００㎜     □   □ 
まで防蝕テープを巻く。（標準図による）                        
                                           

１７ 屋外の配管支持材は、ＳＵＳ製とする。                   □   □ 
 
１８ 引込盤に接続する防水プリカには、水抜き式カップリングを使用する。     □   □ 

 

１９ 防水層等に設置する配管支持ブロックは、ゴムシートを敷く。        □   □ 

  （※ブロックとゴムシートは接着剤で剥離しないように措置する。） 

つりボルト呼び径９mm以上

500以下 2000以下

ねじを十分に締め付ける（ねじ頭の切り取れるものは

取れるまで締める）

ねじなしカップリング

均等になるように突き合わせる

面取りをする
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  Ⅳ 配 管 関 係 （ＰＦ管） 
 
                                                                     チェック欄 
             項           目 
                                                                             施工前 完工時 
 

１ 使用電圧が３００Ｖ以下で金属製のＢＯＸなどに接続して使用する時は、     □   □ 
 ＢＯＸなどにＤ種接地工事を施す。但し、標準仕様書に記載してある条件 

に合致する場合は省略できる。 
 

２ 結露するおそれのある外壁に埋め込むボックスは、結露防止措置付(断熱    □   □ 
材等)を使用すること。 

     
３ 原則として管の屈曲は、管内径の６倍以上とする。                        □   □ 

 
４ 管の支持点間の距離は、インペイ部で１．５ｍ、露出及びコンクリ－ト     □   □ 

埋設で１ｍ以下とする。 
（支持点は、管端・管とＢＯＸとの接続点、管相互の接続点の３０ｃｍ以内の 

場所）   
 

５ コンクリート埋設では、鉄筋等により、または曲がり部で押し潰されてい    □   □ 
ないかチェックする。 

 
６ コネクタ、カップリングなどの付属品の取り付けは完全かチェックする。     □   □ 

 
７ 結束材は、バインド線又は専用支持材とする。                     □   □ 

 
８ コンクリート埋設時の隔離・交差等について                 □   □ 

 
 ① 配管相互の間隔は、３０㎜以上とする。                     □   □ 
  (参考)盤の上下部分やEPS等配管が集中する部分において、配管相互間隔(３０mm) 

が不足する場合は別の場所でプルボックス等を使用して配線処理を行い、 
他の配線方法によって盤及びEPSに配線することを検討する。 

 
 ② 交差は少なくする。                                                      □   □ 
 
 ③ 梁を横断する場合はまとめて配管しない。                                  □   □ 
 
  ④ 鉄筋に沿わせて配管しない。                          □   □ 
 
  ⑤ 梁に平行の配管は、梁面より５００mm以上の間隔をあけて敷設する。           □   □ 
 
 ⑥ 壁内の横引き配管は極力避ける。                                          □   □ 
 
      

９ コンクリ－トスラブ立ち上がり配管は、支持用鉄筋棒をＬ字型に曲げ、ス     □   □ 
ラブ筋と結束する。又は、立ち上げスタンド等を使用する。 

 
１０ 原則として配管の支持サドルは両サドルとし、特別な場合以外は片サド     □   □ 

ルを使用しない。                          
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Ⅴ 配 管 関 係 （金属線ぴ １種：メタルモールジング ２種：レースウェイ） 
 
                                                        チェック欄 
            項           目             
                                                                   施工前 完工時 
                                                
  １ １種金属線ぴのベースは、１ｍ以下の間隔で造営材に取付けること。また    □   □ 

線ぴ相互の接続点の両側、線ぴと付属品の接続点および線ぴ端に近い箇所で 
固定する。 

 
  ２ １種金属線ぴの接続部には、ボンディングを施し、電気的に接続する。      □   □ 
   ただし、３００Ｖ以下で４ｍ以下の金属線ぴの場合は、接地工事を省略でき 

る。 
 
  ３ ２種金属線ぴの支持間隔は、１．５ｍ以下とし、つりボルトの呼び径は      □   □ 

９mm以上とする。なお、必要に応じて振止めを施す。 
 
  ４ ２種金属線ぴと金属管、プルボックス、分電盤等との間は、ボンディング    □   □ 

を施し、電気的に接続する。 
 
  ５ ２種金属線ぴ内では、接続点の点検ができる部分で分岐する場合のみ、電    □   □ 

線を接続することができる。 
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  Ⅵ ケ － ブ ル 工 事 
 
                                                      チェック欄 

項           目            
                                                                    施工前 完工時 
 
  １ ケ－ブルラックの水平支持は、鋼製で２ｍ以下、アルミ製で１．５ｍ以下、   □   □ 

又垂直支持は原則として３ｍ以下とする。 
 
  ２ ケ－ブルラックの吊りボルトは、ラック幅が６００㎜以下で呼び径９㎜以    □   □ 
   上ラック幅が６００㎜を越えるもので１２㎜とする。 
 
  ３ ケ－ブルラック上の配線でケ－ブルは、原則として水平部では３ｍ以下、    □   □ 

垂直直部では１．５ｍ以下の間隔ごとに固定する。 
 
  ４ ケーブルをケーブルラックに垂直に布設する場合は、特定の子げたに荷重    □   □ 

が集中しないように固定する。 
 

５ ケ－ブルラック上の配線には、要所にプラスチック製、ファイバ製などの    □   □ 
名札を取り付け、回路の種別、ケ－ブルサイズ、行先などを表示する。 

   （Ⅶ－９参照） 
 
  ６ ケ－ブルを造営材に取り付ける場合、その支持点間の距離は２ｍ以下とす    □   □ 
   る。但し人が触れるおそれのある場所または造営材の側面もしくは下面に施 

設する場合は１ｍ以下とする。 
 

７ 二重天井内配線については、次の配線方法による。 
 
   ① ケーブルラック配線（Ⅵ－３参照）                    □   □ 
 

② 保護管配線（標準仕様書参照）                      □   □ 
 

③ ちょう架配線                              
下図による。                              □   □ 
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 Ⅵ ケ － ブ ル 工 事 
 
                                          チェック欄  
                       項             目 
                                        施工前 完工時 
 
 ④ ケーブル支持配線 

つりボルトに支持する場合は、ケーブル被覆を破損しないような絶縁物を      □   □ 
を介して支持する。 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

⑤ ころがし配線                              
ケーブルは、天井下地材や天井材等で損傷しないように布設し、弱電流電線     □   □ 
と接触しないように注意する 

 
 
 
      

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

ｹｰﾌﾞﾙ

つりﾎﾞﾙﾄ

ｹｰﾌﾞﾙ

ころがし配線 照明器具

2ｍ以下

2ｍ以下

ｹｰﾌﾞﾙ 保護管
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  Ⅶ プルボックス関係 
 
                                                                    チェック欄 

項                目  
                                                                             施工前 完工時 
 
    １ プルボックスは国土交通省仕様とする。                                  □   □ 
 
  ２ 強弱電共用のプルボックスの内部には、堅牢な隔壁を設ける。               □   □ 
 
  ３ 蓋の止めネジは間隔を３５０㎜以下とする。                               □   □ 
 
  ４ 長辺が６００㎜を越えるものには、１組以上の電線支持物の受金物を設け     □   □ 

る。 
 
  ５ 長辺が８００㎜を越える蓋は、１辺が８００mm以下になるよう分割して、     □   □ 

蓋を取り付ける。又、開口部は等辺山形鋼などで補強する。 
 
  ６ 屋外に設けるプルボックスは水抜穴を設け、取付面にコーキングを施す。    □   □ 

蓋の止めビスはステンレス製とする。 
 
  ７ ＥＰＳ・ＰＳ以外で露出配管部分に設置するプルボックスは、指定色塗装     □   □ 
   （色を変えて２回塗り）を行う。但しＳＵＳ製・ＶＥ製は不要とする。 
 

８ プルボックスの支持点数は、４箇所以上とする。ただし、長辺の長さ300      □   □ 
   mm以下のものは２箇所、２００mm以下のものは１箇所としてもよい。 
 

９ プルボックス内の電線・ケ－ブル・接地母線には名札を取り付ける。      □   □ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           表           裏 
 
  １０ プルボックスの蓋には用途表示をする。                  □   □ 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

電 灯 

 

ＱＢ 

～ 

Ｌ－１ 

○ 

 

Ｉ Ｅ 

 

３８□ 
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 Ⅷ 防火区画等の貫通 
 
                                                        チェック欄 
            項           目              
                                                                             施工前 完工時 
 
  １ 金属管が防火区画等を貫通する場合 
 

金属管と壁等の隙間に、モルタル・耐熱シール材等の不燃材料を充填する。    □   □ 
 
  ２ 国土交通大臣認定を受けた工法で施工する場合 
 

① 認定書の写し、施工方法が分かる資料を提出し、監督職員の承諾を得る。   □   □ 
 
   ② 施工完了後に防火措置工法の完了標識を貫通場所のわかる位置に貼る。    □   □ 
 

３ ＰＦ管が防火区画等を貫通する場合 
下記に施工例を示す。                           □   □ 

                                               
   《例》         防火区画壁                           
 
 
                     不燃材にて両側から充分に埋め戻す。 
   ＰＦ管 不燃材料の管          

  
 
       接続材                接続材 
                                   
         1m以上          1m以上 
                              
      不燃材料の端口は、耐熱シール材等で密閉する。  
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  Ⅸ 配線器具関係 
 
                                                       チェック欄 
          項                目 
                                       施工前 完工時 
                                               
  １ スイッチの取り付けは下図の要領による。                                □   □ 
 
                         点灯 
 
 
               消灯 
 
 
 
      点灯 
 
                          消灯 
  ２ 同じパタ－ンのスイッチの場合は順序を揃える。又、防水型を除き、      □   □ 

全て『ネ－ム入りスイッチ』とする。                          
 
 
 
                           ON表示灯付ｽｲｯﾁ 
                           （OFF表示灯 〃 ）        
 
                           スイッチ             
 
                                               
 
  ３ スイッチ、コンセントの位置は、壁仕上げの分かれ、目地に注意して      □   □ 

施工する（寸法は、原則として下記による）。 
   ※ スイッチ ・・・高さ １３００㎜ （特殊な場合は図面に明示） 
   ※ 屋内コンセント・・高さ ３００㎜ （特殊な場合は図面に明示） 
   ※ 和室コンセント・・高さ １５０mm （特殊な場合は図面に明示） 
   ※ 屋外コンセント・・高さ ５００mm （特殊な場合は図面に明示） 
 
  ４ コンセントの位置、高さをチェックする。（棚、備品の有無）                □   □ 
 
  ５ コンセントの取り付け及び配線の色別は下図要領による。                   □   □ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ６ コンセント、スイッチ、ボックス類は充分に養生する。                     □   □ 
    （特に、左官・塗装工事） 
 
  ７ コンセントのプレートには、回路番号を表示する。（動力回路含む）          □   □ 
 
  ８ パイロットスイッチは、負荷容量に適合したスイッチを使用する。        □   □ 
        

９ Ｇ回路送りのコンセントには、赤丸シールを貼り識別可能とする。       □   □ 
 

 

近 

遠 

中 

 

－ 

（白） 

 ＋ 

（赤又は黒） 

 ＥＴ 

（接地：緑） 
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 Ⅹ 照明器具関係 
 
                                        チェック欄 

項           目           
                                                                    施工前 完工時 
 
  １ 照明器具の配置は、天井伏、備品家具配置、利用形態等を考慮して          □   □ 

決定する。   
 
  ２ 機械室や厨房の照明器具配置は、機械施工図（ダクト、機械配置等）と     □   □ 

照合し有効な位置とする。 
 
  ３ 標準仕様書の範囲で全ての器具は、ア－スを取る。                        □   □ 
 
    ※ 金属管の場合は、明記なきときはパイプア－スより取ってもよい。   
    ※ ＰＦ管の場合は、分電盤よりア－ス線を入線のうえとる。 
 
  ４ 機器は、スラブその他構造体に、呼び径９㎜以上の吊りボルト・ボルト      □   □ 

等で取付ける。但し３㎏以下のダウンライトを除く。 
 

５ 器具質量が１.５kgを超え３kg以下の場合は脱落防止処置を行う。       □   □ 
 （工事標準図 電力２２参照） 

 
６ Ｇ回路送りの照明器具には、赤丸シールを貼り識別可能とする。         □   □ 
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 ⅩⅠ 盤 関 係 
 
                                                                    チェック欄 
           項           目                      
                                                                            施工前 完工時 
 
  １ 盤内の配線は電線の曲がりをとり、美しく結束する。又、端子の噛ましは     □   □ 

充分にして緩みのないようにする。 
 
  ２ 結線後はビス・ナットの増し締めを行い、ビス・ナットにチェックを入れ     □   □ 

ること。 
 

３ 強電盤は、配管のボンド線ア－スと共に接地工事をする。           □   □ 
            
４  接地線を接続するねじは、十字穴付または溝付六角頭とし、その頭部に緑色    □   □ 
の着色を施すか、ねじの近傍にアースマークを貼る。 

 
  ５ 盤・機器類は現場搬入以降、保管中や取り付け後の養生を充分に行う。       □   □ 
 
  ６ 電灯盤及び動力操作盤、警報盤等は必ず回路チェック及び動作確認をする。   □   □ 
 
  ７ 外壁取付けの盤、ボックス等は、上方、側方の３面をコ－キングし、水抜     □   □ 

き穴を設ける。 
 
  ８ 盤内電線・ケ－ブル・接地母線には名札を取り付ける。                     □   □ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            表           裏 
 
 
    ※ 製作に係る仕様は「盤類製作基準」による。                           □   □ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 
 

電 灯 
 

Ｌ－１ 
 

送り 

○ 

 

ＩＥ 

 

３８□ 
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   ⅩⅡ  屋 外 関 係 
 
                                                                              チェック欄 
           項           目                      
                                                                            施工前 完工時 
 
  １ 構内柱の建柱位置は、建築課・施設管理者立会の上決定する。               □   □ 
 
  ２ 地盤軟弱の場合は根かせを増やす。又、根かせは径１３㎜以上の溶融亜鉛     □   □ 

めっきＵボルトを用い、Ｗナットで固定する。               
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ３ ハンドホ－ル内ケ－ブルには用途・行先・ケ－ブルサイズを表示した名札     □   □ 

を取り付ける。又、ケ－ブルは弛みをもたせ、架台にのせるか、フックボル 
トに結束支持する。（乳白色アクリル板へのエッチング又は、パウチによる。） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ４ ハンドホ－ルの蓋は４点ボルト止め、『電気』の文字入りとし、塗装を２回    □   □ 

塗りとする。また蓋受け枠とＳＵＳ製のチェーンで繋ぐこと。 
 
  ５ ハンドホール・基礎等の施工については、『工事写真撮影のＢ－１、２』を    □   □ 

参照のこと。 
 
  ６ 地中埋設配管の施工については、『工事写真撮影のＡ－１、２』を参照のこ    □   □ 

と。 
 
  ７ 装柱金物（自在バンド等を含む）については、ＳＵＳ又は溶融亜鉛めっき     □   □ 

鋼製とする。 

○ 

電灯 

ＱＢ 

～ 

Ｌ－１ 

○ 

 

ＣＥ 

 
６０□－３

1
,1
34
.
06

全
長
　
：
　
Ｈ

支線ガード

ＧＬ

根かせ

根
入
れ
：
Ｈ
／
６
以
上

3
0
0

支線ブロック

玉がいし

根開き：地上高／２

2
,
5
0
0



 

 
- 18 -

 ⅩⅡ  屋 外 関 係 
 
                                         チェック欄 
           項           目                         
                                       施工前 完工時 
 
  ８ 転圧にはタンピングランマー、タコ等の転圧力の強いものを使用すること。   □   □ 

(プレートランマーは転圧力が弱いため、使用しないこと。) 
 

９ 地中埋設配管の経路上必要な箇所には、埋設標示コンクリ－ト杭或いは標    □   □ 
示ピンを設ける。また経路に沿って、２倍長重ね合わせの埋設標示テ－プを 
管頂と地表面のほぼ中間に敷設する。 

 
 １０ 波付硬質合成樹脂管(FEP)を用いる場合で通線を行わない管路には管端口に   □   □ 

防水栓等を設ける。 
 

１１ ハンドホ－ル外部の配管貫通部のモルタル補修は型枠を使用する。なお、    □   □ 
配管下部にもモルタルを充分詰めること。  

 
 １２ ハンドホ－ル及びハンドホ－ルより分電盤の配管の端末は、シ－ルをして    □   □ 

防臭防湿を行う。（すべての管端を対象とする。） 
 
 １３ 基礎等のクラッシャーランの厚み測定は、転圧後に行う。                  □   □ 
 

１４ 接地極は、上端をＧＬ－７５０以上の深さに埋設する。                    □   □ 
                                              
 １５ 接地極埋設標は、接地極の埋設位置の近くの適切な箇所に設ける。       □   □ 

ただし、屋外灯の接地極埋設標は、省略することができる。                
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ⅩⅡ  屋 外 関 係 
 
                                        チェック欄 

           項           目                      
                                        施工前 完工時 

 

  １６ アスファルト舗装復旧は下図による。(必ずカッターで切断すること)       □   □   

                    
 

  １６ コンクリート舗装復旧は下図による。(必ずカッターで切断すること)       □   □    
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ⅩⅢ 受変電関係 
 
                                        チェック欄  
           項           目                                         
                                                                            施工前 完工時 
 
  １ 引込柱の装柱は、下記を標準とする。                                    □   □  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 
 
  ２ 電気室、キュ－ビクルには、『高圧危険』『変電設備』の表示を行う。        □   □ 
 
  ３ 電線・ケーブルの機器への接続は、地震などの振動を防止するため弛みを    □   □ 

もたせる。又、変圧器の二次側が銅帯の場合は、編組銅帯により接続する。 
 
  ４ 根かせは径１３㎜以上の溶融亜鉛めっきＵボルトを用いて、Ｗナットにて    □   □ 

固定する。 
 
 
 
 
 

２
５
０
０

ケ
ー
ブ
ル
保
護
管

防水処理

ケーブルヘッド

高圧ケーブル

ケーブル雨覆

高圧引下げ線

気中開閉器

高圧耐張がいし

高圧ピンがいし

責任分界点

支線ガード

根かせ

ＧＬ

根
入
れ
：
Ｈ
／
６
以
上

3
0
0

全
長
　
：
　
Ｈ

支線ブロック

玉がいし
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  ⅩⅣ 弱電関係 
 
                                        チェック欄 
           項           目                                
                                        施工前 完工時 
 
  １ ＴＶアンテナの位置は、事前に現地で電界強度測定を行い測定デ－タによ     □   □  

り最良の場所とする。 
 
  ２ ＴＶ共同受信設備の機器は、標準図による。                               □   □  
 
  ３ 火災受信機の警戒区域図は、受信機に対面して見た方向に建物配置を描く。   □   □  
   又、間仕切り、発信機位置も記入する。 
 
  ４ 防火戸連動制御盤も建物平面図を作成し、その区域（階段位置）図を掲示     □   □  

する。 
 
  ５ 弱電機器のア－スは、必要に応じて単独で設ける。                         □   □  
 
  ６ 電線色別は、標準仕様書による。                                         □   □  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
- 22 -

  ⅩⅤ その他 
 
                                                         チェック欄 
           項           目            
                                        施工前 完工時 
 
  １ 機器や盤の固定に際しては、耐震強度計算書によりを行ってアンカーボルト   □   □ 
   を選定する。また、その施工写真を撮ること。 
 
  ２ 受水槽、高架水槽の電極長さは、機械設備工事と協議の上、決定する。       □   □ 
   （電極が長い場合は、スペ－サ－を取付け、防波管に収め誤動作を防ぐ） 
 
  ３ 水密を要する箇所のスリーブは、標準図 電力７４による。            □   □ 
 
  ４ スリーブ工事において、紙チューブは外径２００ｍｍ以下のものとし、柱    □   □ 

・梁部分には使用しない。また、使用した紙チューブは、型枠取外し後に取 
り除くこと。 

 
  ５ 試験・測定中の写真には、その時点でのデータを付記すること。        □   □ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



チェック欄

工事種目 撮　影　対　象 撮　　影　　内　　容 撮影時期 施工前　完工時

 着工前の状況  電気室・機械室等     □　　　 □

 （増設・改造等の場合）  施工関連箇所     □　　　 □

 工事仮設物等  設置状況     □　　　 □

 （看板・現場事務所  看板（建設業許可票、労災保険関係成立票     □　　　 □

 　仮囲い・バリケ－ド 　　　　建退共加入ステッカー等）の掲示状況

 　法に基づく表示物等）  安全対策（足場手摺、誘導員、KY活動等）     □　　　 □

 重機（クレーン・バックホウ等）の低騒音型ラベル     □　　　 □

 主要機材の表示・寸法・数量     □　　　 □

 マ－ク（ﾒｰｶｰ等）・立会人     □　　　 □

 発生材  整理・集積状況、車積載、処分場  施工中     □　　　 □

 形状・寸法等  発生時     □　　　 □

 処理状況  施工中     □　　　 □

 状況・測定値・立会人     □　　　 □

 TV画像（最低ﾚﾍﾞﾙのﾃﾚﾋﾞ受口）     □　　　 □

 施工状況（下地処理・下塗り・上塗り）     □　　　 □

    □　　　 □

 塗料の缶（Ｆ☆☆☆☆、JIS規格が分かるように）     □　　　 □

 * JIS K 5516「合成樹脂調合ペイント」１種

 材質・寸法・形状・取り付け状況     □　　　 □

 開口部の補強状況（補強鉄筋の状況）     □　　　 □

 その他  監督職員の特に指示する箇所  施工中     □　　　 □

 キュ－ビクル・分電盤  工場製作工程（製缶・塗装工程）・工場検査状況  製作時     □　　　 □

 制御盤・端子盤  ※〔盤類製作基準〕を参照のこと  検査時     □　　　 □

 梁・壁等貫通箇所  鉄筋探査状況、鉄筋位置、貫通コア     □　　　 □

  モルタル等による補修状況

 防火区画貫通箇所  貫通処理材料（国土交通大臣認定品）、施工状況  施工中     □　　　 □

 隠蔽配管・位置ボックス  配管の状況・支持及びボンディングの状況     □　　　 □

 プルボックス・ 打込配管  支持間隔の寸法     □　　　 □

  スイッチ、コンセント等の ボックスの位置（寸法）     □　　　 □

 電線の入線・接続  電線の入線・接続状況、端末処理状況     □　　　 □

 行先表示取付状況

 機器取り  分電盤・照明器具  吊ボルトの支持方法、間隔等、 あと施工アンカー及び     □　　　 □

 付け  弱電機器等  アンカーボルトの施工状況、 機器取付け状況

　　ⅩⅥ　工事写真撮影チェックポイント表

 施工中

 施工中

 盤　類

 配管工事

 施工中

 施工中

 適時

 障害物

 機材  機材
搬入時

 各種試験・測定・検査

 着工前

 塗装   施工
工程毎

 スリ－ブ・インサ－ト  施工中

 適時

さび止めペイントの缶
（JPMS28又はJASS18M-109が分かるように)

 配線工事
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チェック欄

工事種目 撮　影　対　象 撮　　影　　内　　容 撮影時期 施工前 完工時

 Ａ・Ｂ・Ｄ種  接地極の種類、寸法 　  □    　□

 Ｃ種  接地極と導線の接続及び埋設状況 　  □    　□

 弱電用（Ｄ種）  接地極の埋設深さ 　  □    　□

 接地抵抗測定状況（測定値記入） 　  □    　□

 離隔等  各接地極が隣接する場合の離隔状況  施工中 　  □    　□

 架空配線  電柱・支柱・支線の根入  根入れ深さ・建柱状況 　  □    　□

 工事  れ、根かせの取付け  根かせの深さ・取付方向 　  □    　□

 地中埋設管路  管路の掘削状況 　  □    　□

  埋戻状況（３０㎝毎の転圧状況－ランマ等による。 　  □    　□

                   ただし、プレートランマは不可とする。）

 埋設表示テ－プの施工状況 　  □    　□

 埋設表示杭、ピンの施工状況 　  □    　□

 ブロックハンドホ－ル クラッシャラン（厚み・大きさ） 　  □    　□

組立状況・防水対策  施工中 　  □    　□

管口の処理状況 　  □    　□

 受雷部等  取り付け・支持の状況  施工中 　  □    　□

 避雷導線  配線、鉄骨・鉄筋と導線接続金物等との接続状況  施工中 　  □    　□

 基礎  クラッシャラン・捨てコンクリ－ト 　  □    　□

(必要に応じて)

 型枠・配筋寸法・出来形寸法 　  □    　□

 搬入・機器据付け  搬入状況（安全対策・重機配置等） 　  □    　□

  機器据付アンカ－及びアンカーボルト（長さ・径）の 　  □    　□

 施工状況、取付金物等の取付状況

 据付状況 　  □    　□

 各種試験  耐電圧試験・絶縁抵抗試験等の状況  試験時 　  □    　□

 中部近畿産業保安監督部・消防署・建築指導課・ 　  □    　□

 建築課 契約検査課等の検査状況

 各室照明器具  点灯状況 　  □    　□

 グラウンド照明器具

 各機器  取付・据付状況 　  □    　□

 （強電・弱電機器）

 その他機器等  取付・据付状況  完成時 　  □    　□

 避雷設備

 接地工事
 施工中

施工中

 地中配線

 工事

 施工中

 検査

 竣工

 諸官庁検査状況

 点灯
試験時

 完成時

 検査
受検時

 受変電、

 自家発電
 施工中

 施工中
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はつり貫通編 Ｅ－１

１．鉄筋探査状況

　　はつり貫通箇所は、鉄筋探査を行う。

２．鉄筋位置

　鉄筋探査により、鉄筋状況を確認する。

　鉄筋位置及び鉄筋間隔をマーキングする。

鉄筋位置及び間隔を

マーキングする

３．貫通コア

　はつり貫通穴位置をマーキングし、鉄筋を切断

　及び損傷しないことを確認し、貫通作業を行う。

　原則として、ダイヤモンドカッターによる。

　※ノロ、ガラ等の処理及び養生を確実に行う。

はつり貫通穴位置を

マーキングする

４．モルタル補修

　配管施工完了後、モルタルを充てんし、補修する。

配管施工完了後、モルタルにて

補修する。

写真撮影ポイント等について

１）　貫通該当部の既存コンクリート壁などの鉄筋探査状況を撮影する。

２）　貫通該当部への壁などに、鉄筋位置及び間隔をマーキングして撮影する。

３）　貫通該当部への壁などに、はつり貫通穴の位置をマーキングし、

　　 鉄筋位置及び間隔のマーキングと干渉していないか確認し、撮影する。

４）　はつり貫通穴マーキングを貫通している作業を撮影する。

５）　貫通コアを撮影する。

６）　配管施工完了後、モルタルを充てんし、補修後を撮影する。


